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1　目　的

　撃々は先に幼児をもつ父親に対、』ぎ 子蔓も鴛育嬰の
実践・ 省分の父親の人柄，父親観，自己評価な どにっい

て調査しだご とを報告じだ1ねさ1らに， 自由記述欄に述
凌られた意見1とつい乏も分析した結果を譲告じた2為

そ雑果…1翠代の父轡む解比べる雄勲海体
っ枇魁、優しくなったとか言われなが阜 も・父子問に
心理的距離蓬保っていることが示唆された。これほ毎子

関係≧母も墨なる点であり，母親はアタッチメント¢）形

成により密着した関係を作るのに対し，父親はその母子

の密着した関係を引き離し，子どもを社会化す1るのが役

割と言われているこ とと一致する6∵ ≧．
11

？－3☆

そごで今回はジ前回得られた結果をもとに劉次の事柄・

について，1一アンケr下・調査を実施したポ』㌧二二命）ン 1㌧＝

　ω』 父子間め心理的距離のとり’方

　12）父親と子どもの位置関係r』・』 bl二♂』

ガ③・父親のあり方（厳しいか優しいカ｝）ゴ1∫．」r’ ゼぐ

㈱・父親の育児上の不安〆不満にういての賛否』1

「⑤ 5父親の権威め有無・ 凱∴　・ 二’ が溜区・ 、1父

／‘6）ン父親の権威とは何力≠r侵 ・　 　㌧ン＞　、 み

、（㍗理想的な父得～iはぐをな冬規や 、　』　憂
、、．

　18γ』子どもの健康増進のための父親の実蔑

　参参封（11～③及ψ⑤にpいては，父親自身とその父親r

の違いを知るために，祖父についでの父親自身の判断も

勲鰭媒駄・・い 囲ンし・懐、．〕，

・∬’縫方法 φ 1冨1』 ・1∵”∵ l讐

’昭和58年6鳳首都圏（川崎市11棺模康市， i町由市》

樽牽姿3幼稚邸，熟界育園に4㌘弓掌Φ子ξも牽導鞍サ

て謄鯛麹塾園樋してアンケ｝ト騒鷲布
磯穴を依穎嘩 （アンケートの内容については・分II

添資料参嚥）

皿結射』墜1 飛・ 　f
　　　　　　lら．4）「丹1　 1ε　』1

　叩収率鱗64，了彩で苑づ津⇒㍉1隅麗との回叩率及ザ所声1

地曝1”豚し牟。 購働嫉父馴以下∋1、脚姉
す）掬親の璃は裳 2に就甑傘母兵に撫榔
75疹以上を肖圃「1毎も多疹う伽じ」父観の学座と 職業φ蘭．

係を衷3に示「したる父親の学歴は大学卒が48％，高校卒

が36％で委う五が，高学歴になる獄ど，事務系の職業が

鱗逸仰燃準で龍）・母親の学歴は融卒が53
％で最も多かっ完k蓑4参照）。

　父親の子どもの年齢， 性別，兄弟数は表5に示したが，

　ヒ　ン　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　 セずニぢマ　　　ヂ　ァしプ

　　ヘ　表
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アンケー・卜協力園の所在地と回収率

所在地 送付数 回箒数 回収率一

幼稚園
A t川』崎1．声 ’　39

13
33．3r

B 、　　■

■「、根模原御 140
’　　一

6” 168i6

C 、1川崎、声 256・
　－　　　　一

69
66，0　

保育園 D 相模原市一1 42 28
66．7r

E1
町田市 2ケ・ 20

74．1

計 過9峯．、，概 聯」
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表2（父親及び母親の年齢 人．（％）

年矯：監（紛 父
．親

母　親
‘』

’ん 24・ Q（の 　　　　　　　，、、
0（ 0）

25 凝29
ト1？ 1包（5．5〉 51

（16．3）

30議お41Yじ… 1⑱ （33．1） 174（53．4）1

35』～1：139壁 144（44，1・）・ 71（21β）

401鳥噸 ド 4Q、（12，3〉㌧
　　　　　　　　L

451匙ぞ；［49【㍉1（ 10
（ 3．1》 3（0．9）、 1」・

不　聖
L

萌9～ f4（ 4，3．）㍉

計i 326 325
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5歳児が約50％，性別は半々，1人っ子が66％であった。

それに対し，父親の兄弟数は1人っ子が6％，2人が23

鬼　3人が26％，4人堺与力145彩であっ欺（衷6 参照％

家族形態について表了 に示したが，’現在の家族は90％以

上が核家族であるのに対し，原家族では約60彩が核家族

であった。兄弟数，家族形態共に父親の子ども時代より

変化がみら れる。　・・

袈6　父親の兄弟数 人（％）

をれに対し，ズ親の兄粥数は1人っfが6％，Z人が路

　3人が26％，4人以上が45％であっ欺（衷6 参照％

族形態について表了捉示じた力考現在め家族は90％以

が核家族であるのに対し，原家族では約60彩が核家族

あった。兄弟数，家族形態共に父親の子ども時代より

化がみられる。

表3　父親の学歴と職業の関係　　　　　　人（％）

．1人？予・． 19（5．8）

2　　　　人 76（23．3）

3　　　　人 84（25．8）

4　　　　人 55（16，9）

5　　　　人 42（12．9）

6人以上 47（14．4）

　　　　職業
歴 事務系 技能系 計．

不　　　　明 3（0．9）

計
326

中学校卒 7（3，9） 27（工9．0） 34（10．4）

表了　父親の家族形態　　　　　　　　　　　人（％）高等学校卒 39（21．8） 77（54．2） 工16（35，6）

文科系大学卒
70（3」．1）

15（10，6） 85（26，1）
現在の家族 原家族

理科系大学卒 57（31β） 14（叩） 71（21．8）
核　家　族 303（92．9） 201（61コ）

不　　　、 明 6（3．4） ・9＜6，3）’！ 15（、4．6）
大 家族 23（7，1） 1211（37，1）

計『1 179 142 326
不　　　明 0 4（r 2）

劣2〒1冗81一戸＜α001 計 326
、326 ＝

表3　父親の学歴と職業の関係

劣2〒17．81一

人（％）

戸＜0．001

表了　父親の家族形態 人（％）

衷4　母親の学歴 人（％）

中　　　　卒 24（7．4）

高　　　卒 173（53，1）

文　・大卒 831（25．5）

珪・大卒 14（生3）

不　　　　明
321

9．8）

計
326

表5 子どもの年齢，性別及び兄弟数 人（％）

　1． 父子関係

表8に父子間の心理的距離のとり方についての結果を

示した。自分自身と自分の父親（以下，祖父と称す）に

ついて父親の判断による結果ではあるが，・父親と祖父の，

間に有意差がみられた（0．1％水準）Q最も多かづた父親

の回答は「子どもから父親に働きかければ応える」とい

うもので，祖父が24％であるのに対し，父親は47％と約

2倍になっている。さらに「父親から子どもに接近する」

父親は24彩で，祖父の8％に比嘆ると約3倍に増えてい

る。反対に「子どもからは近寄りがたも、恐い存在」とい

表8　父子間の心理的距離のとり方’

年　令

4　　　歳 107、（32．8）

『 父親 …祖．父

5　　　歳 1β0（4＄1）・
父親から子どもに接近する 76（23，6） 26（8．3）

6　　　歳
37 （11．3）

子どもから父親に働きかければ
える

151（46．9） 75（2ao）

不　　明
22 （6．7）

性 男．　　児． 137（42．0）

父親は手本を示し，子どもに従わせる

18（諭 26（8』3）

女　　児 U8、（36．2） 子どもからは近寄りがたい恐い
在

9（2．8） 83（26．4）

別　、
不　　　明 71（21．8）、

特別なごとは何もしない 51（15．8） 81伽8）

兄弟数 1人っ子 215（66ρ）
そ　の　他 17（513〉 2き（犠3）

2　　　人 82（25，2）

計 322 314

3人以上 29（8．9）
ぼ2＝22．09　P＜0，001ぼ2＝22．09

人（％）

P＜0，001
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窪地：父親の育児に関する認識と実践にρ於フ矯（第3報）

稗騨わずか秘であるのに対し・祖父は26魅鵜，、

繍砂な 蜘てい多9．．
裏9には改紐鐸ゆ位翻係1こういての結畢

示したがドζの表牟ら餐力獲タうに義寒子間の位置関係1
‘薮親躍廷ぞ翻．ぢか幽嚇られた（・．1燃

準で有意）。現代の父親は5祖父の世代と比べると，子ど

濃編鷲躍羅蹄徽み難
る」 者が42％．もあり約工．5倍」、、「子どもの言う通りに希望1

を興葵や慰拶18郷約a2倍と暫て1臨返対
にl　r文句を言わせず1父親φ考えに従診せるj匁親は

8r％で祖父の30彩に対し％以下に減っ・て姓多6・㌧

　衷10には1 父親のあり方，つまり優しいか厳1惑・牟の・

観点から調査した結果を示した6現代の父親はf子ども』

あ話に耳を傾け優しく接する」者が23％で， 祖父の6倍，

　　　　　｛』fl臣r㌧』　 lr』rllて’　　』 一　一〆

1熈、糊げど鯵雌騨 ．　人（％）
■　、　　　　　

交親 祖父
家だぢΦ試う Fζ仲零ぐ対等・ 5マ（1716） rlq（鋤

1父親が子どものガキ太将21』“、・ ／16（ 5．0） 3（1，d）

翻欝蘇鱒㊧初ζ 27（．8．4） 95（30．め

子どもの自主驚ゑ重んり伸び伸びさぜる．

・137（424） 88（28．1）

子どもの言う rl59d8冷） 26（諭’

そ めロ 』 　　　　　渦 27（’ ．4） 動磁1）

計 323 313

屑11’i』・

父親 祖父
子どもの話に茸を傾け優シく接
する

、1

7β（22．7） 11（3，6）

物事のけビあなど厳しくしうげる 醜61与） 84（27，3）

いざという、時頼り‘こなる 37（11．5） 』65（21．1）

かわいいので甘く 嫡 》34（10．6）
12（3，9）

恐い存在だと思わせる 11（ 3．4） 24（7．8）

子どもは放づておくめがよい・ 20（1．3） 39（工2．7）

あれこれ綱か硲こと、も準意する 、．44（孕3．7） 17（5．5）

そ　の　他、 17（5．3） 56（18．2）

ア
、計 321 308

　　　　ノ r♪ 　　　　　　』卸灘亀』22．oglズPく101001

衰10　父親のあり方　　　　　　　　　人（％）

　　　　　　　　　　　コ92＝25．94　P＜0，001

．「か拠、魁ので甘く1なる」者輝翠彩得ぎ祖曾の綿財音，

　「あれこれ細かいことも注意する ，．煮搾4鬼で， 祖父の』

．、2・5倍に増えているず反対に「いざという時頼りになる」．

』，：護鱒ラ者嫉11∫5多で夢 』祖父の約％辺写母瞭存在だと思わ

　せる」者は3，4％で，祖父の％，「子どもは放っズおぐの！

．がよレM　lという者は6侮で，祖父の％に減う…ている。1．但

義「欝鷹濃濫㌘塁1難・父1
　　碧を 1交親の育児上1め不安，二』不涛』∴黒ll 慈♪シ

　，、t第書想で報告』零志をに｝｝∫県申記鰹揮艦犠ぎ』育羅ギめ

ド不安や不満が述べられていた。そこで今回ほそれらめ意

擢対する賛否を問匁蹴の筋る」1ぞの結羅剥
1一曙瞳獅鱒警鮎願慰碩糊勲づ妬
・隠半数以墨φ父親が奄庫㌧だ琢昇曝∫子どもが母親劣多1く、

　接し， 母親1どなづぐのが残念。1憲しいJT子どむど接鹿る

・時齢少なく汐鎚縁翻些麺幽硬薦旗
ξの好駆噂懲鱒ず灸鰍r年弩頬鴨嚇∵
』交親ξ∈繰遊遮塒醜不要驚引r臓訟頻誌う1

鳳女疫虞財る隷騰とbセ鰍鰍3雌で」1
ぢξ脚に鷺も扱嘩や堕鱒1舜卑騨菊も

　『卑評「◎？けをす多時ダ説得力陛匁けるので・『子ども歩成

隈ナるにっれて将来のごと幌筆1蕪烈曝禁紬、
　のが何も ないので，良い手本をみせてやれない6芋ども
　』にφしわけな“」 「昔ながらのしっδをじゼ蔚るが，寓まそ

き紛子構どしうけの方法が異なるので溢鮎解適児

奥の碑目即なさ剛するも転嘩㊦曼鮮うい：
ヘズであちた。「反対に，半数近ぐの父親が賛成しだ愚見は

　「子どもと接する時間が少ないめで，1会う乏甘φかしが

　ちに なる湖注慰したい」「雌近の子どもは兄弟か沙ない の

　で7 父親が兄弟の一人のようになるの越仕方のない面む

　あるがよ暁ことではない。・母親などが父親とはどうい ウ

　ものか戚・、子どもllζ教える必要があるJ「子1どもを理解す，るて

　こと，しつけ，子育て，すべて難かしいJという三つに

　対してであった。

　r愈｝、馨親め権威 ＼ ヒ』 ，l　l』『ドr・ニニ靴 バ尖　§1床

　 父墾と祖架¢》権威の有無にっいて∫ 父親優判断によ・る1

線を表12晦した・獄の鯛でr権威豹 虻するi
　者は塑疹ある：蹴これは祖父の約半分であるよ「編歳楽や：

　ありゴ 「ふづう」と答えた父親は，祖父のそれらより約15「

　倍多いくρ‘1％水準で有意差あり）。しかし「権威な、し」，

　r権取掌や璽りは，父線g祖父共に少な導t、穆ま季ら：

れ勘？桐 　 　　 ン』．、、，

　， 「父親の権威とは何かJについて，自由記述しでもら1・

　っ牟魁そゐ結果を表13に示レた。記述者は㌶6名で全i、

　回答者の69．3％にあたる。立場上からの回答では「家庭＝1

一 77一
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衷11　父親の育児上の不安，不満についての意見に対する賛否

第20集

人（％）

そう思う
どちらとも
えない

そう思わ
い 不明

子どもと接する時間が少ないので，会うと甘やかしがちになる。注
したい。

135（4L4） 79（24，2） 103（3L6） 9（2．8）

子どもが母親と多く接し，母親になつくのが残念。寂しい。 37（11，3） 57（17．5） 225（69．0） 7（2．1）

仕事をす6姿を子どもに見せられないのが残念 71（21．8） 103（31，6） 147（45．1） 5（1．5）

子どもと接する時間が少なく， ・「ッ7カー」の間柄になれないのが残

。

41（12，6） 85（26，1） 194（59，5） 6（L8）

父親は経済的不安を与えないことが第一。そのために忙しいのだと
からせたい。

83（25，5） 86（26．4） 149（45．7） 8（2，5）

子どもと一緒に出かけたりしないのでかわいそうだが，休日には休
たい。

106（32．5） 73（22．4） 142（43，6） 5（1．5）

最近の子どもは兄弟が少ないので，父親が兄弟の一人のようになる
は仕方のない面もあるがよいことではない。母親などが，父親と
どういうものか，子どもに教える必要がある。

150（46．0） 85（26。1） 84（25．8） 7（2，1）

子どもは，父親よりも幼稚園や保育園での影響を多く受けるので，
この指導者たちに厳しさを望む。

86（26，4） II4（35．0） 118（36，2） 8（2．5）

年長組になれば，父親と一緒に遊ぶ時間は不要である。 8（2．5） 24（7，4） 284（87．1） 10（3．1）

5歳になればもう男として（女として）接する。子どもとしての教
は3歳まで5

21（6，4） 64（19，6） 235（72．1） 6（1亭）

どの程度まで，子どもに干渉すべきか迷うことが多い。 95（29．1） 64（19，6） 161（49．4） 6（1．8）

しつけをする時，説得力に欠けるので，子どもが成長するにつれて
来のことが不安になる。

48（14，7） 66（20．2） 205（62．9） 7（2・1）

子～ミもを理解すること，しつけ，子育て，すべて難かしい 155（47．5） 81（24．8）
91（2学み9） 9（ 2．8）

自慢すべきものが何もないので，良い手本をみせてやれない。子ギもに申しわけない。

26（8．0） 48（14．7） 245（75，2） 7（2．1）

昔ながらのしつけをしているが，よその子どもとしつけの方法が異
るので迷う。

22（6．7） 71（2L8） 227（69．6） 　6（1．8）

内の大黒柱，貴任者」 というものが多く，内容的には「人

間性，人格そのもの，生きざま」「いざという時厳しい，

ゆずらない」 という回答が多かった。また，数は少ない

が，父親の権威そのものを否定する意見が11（4，9％）あ

った。

表12　父親の判断による権威の有無 人（％）

父　　親 祖　　父

75（24．4） 142（48．0）

権威ややあり 72（23，5） 51（（17．2〉

ふつう昌 137（44．6） 77（26．0）

権威ややなし 17（5．5） 16（5．4）

権威なし 6（2．0） 10（3．4）

計 3㏄ 琴96

¢2富20．02　P＜0．OD1

表13

一78一

「父親の権威とは何か」に対する意見

　　　　　　　　　　　　　人（％）
4（1β）

24（耳0δ）

6（2，7）

7（3．1）

2置（9、3）

聖9（（鼠4）

15（6．6）

41（18．1）

引4（62）

20（a8）

25（ILD

L4（62）

9（4，0）

24（1α6）

1聖（49）
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注）電複回答あり
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袈14丁どんな父親が理想的がゴに対する意見 〆　　　　rい　k＼㌔1ト

∴、仕事に童承的乎繹済力を持？ 　　　．、、・　　　　　　　　　　．＿、、
、、

、r・．・17 〈・7、4）L；∫

、社会人と・しての生き方を見せる，・、良識ある市民　　　　　　　　　　　、、7、r ・弓・ ．7・1（3，0）ぐ

、父

、　監

家庭生活を築く“家族を天切に渉る，！妻子の後楯　　　　　　　　　　　 ＝片　v・ 、・127∫1（卿）♂

騨鵬雌擁兵嘩嫡応煙る，、欠簸一マン 6ンぐa6ヂ』

人生鱒何か濾曝ぜるよき姓浮本、、輿剣唯きる・　　 『渉 灰・ 5（16igア

絶1対渚き』．阜、㌔　　」・ 　　
、’

㌔“ 一r［ CL3）1／

指導巻正しい道を教える，r』けじめを教えるヂ 　　、　
　‘　』

6（18．7）

助言意 埋助者， 儘力者1デドバイス渉もぎら　　　　　　　　　　　　　　」＾〆 ⑩（諭～
尊輪編lr勉よ1遍細たゆ∫嫌な凶と思わ禍．・

・・
7｝（11．7）〕

．頼りがいΦあ多竃き相談狽…島．信頼吝弗る・ 幕われる』
，、、．

　　　　　　　．、、 3＄q媚）、

，一 だち的関係， 対等の立腸r．＝ 　　、、 16（7．0）

父親としてより，・まず人商として立派セあること 16’・（7，0）一 ＼

袖もの発騨ういて理概坤藤き為1 4（1，7）

　　　　　星　
　

．子どもの気持が理解できる。 話毎き励畜、、 27（11，7）

’子rl

、子どもを信頼しでレ ・る，1 人格を尊重する　　．．ミ　　　　　 ・… 　　　．迄｝ ’縄．～二 ’7（3，0）一践

子どもの疑問に庄確に答えるン走確であるこ・とのづみ重ね』』rC 強1烹テ　序”・ 「1 ＜2i2）’1♪

1’「 豪碗手に癩激齢轍触躰， 神・ッめ麟者乎い5一却
オ，．

主β1（η）』

　： ・

　r

に

ド1対

す

　．る1

l勢F・

ゴ

炉づもヤま早守り，要所だ1砂ほ厳しく毒ざえ惹　　　　　） 、’
＝22 〈．9．6〉

．、

、予どあの粟求を100 ％受1け永れる・沁’ 1（0．4）

ヅ共に学ぶ釣共に理解しあえるぐ　　，！バ 劾（・1が

1姿．1 もあ長醐申購泊舳漉あを尊重弗　　　、、 9く3，9），、

』舳鷹注濁飢価塵昂言わ⑳　　　　腿、 v 強（、4斗3〉阿

二† ゑま4敦育レてコそトワτノセでき多 、　　　　　　　　　　　　　 ン　．
㌧き．11（ 0．4）丼

r母親と1は異なる見地がら接する 。ず 　　’＝　　虫　　　　 』い

，（「 』 ・ド・』＼ 』で Pli3）『
一

育をる∫（年齢栢応の食任感ヂ主確な勃断力』社会人に）』〕・　　し　　　』、‘ ㌧・ 3ぐ蔚乱

，、そ』』の，飽　　　．．、、r迅＿．ご～じごム乞ド｝r． 、m覧5ニョ；ll』㌔し、、 　、ノ　　r 　　　　　　　－　　　

、』

擁即忽）．
　r　　　　』　　F　　　　』

　　　　　　　　回　　　　　答　　　　．者　　　　ふこ数、 1 、き、く距i．r． 』聯ンノ ．㌧、

　踏弓r・？iこ一 　1』　』　　…　　 ♂

ご『r』
11

貯 』．　　　　　　　　、 1　 ’　，
む

り』　1

・｛笹・｝理墾餉奪卑糧
斌、、』、1・罫』卜・

一．、 ，く、、、

　自由記述によって・r理題的な父親と似ど！険な父親か，」

についても記入してもら？た。・．謁入さ・砲た回答俵23Qで，

傘犀答煮卯7g身彩冬南た為今 その紬果を表1郵弓示レた。

、奪尋卑身Φ姿勢膨？魁て述畦＃もΦで1馬．f家庭生活を

築く騎，蓼族を木切年す駆塁子の後領と塗養」「人學…≧ぽ

何窟を昼昏苓す邑タき卑隼，』手本g癖剣に生きる」、〔尊敬

挙拠うg・父㊨毒う，年塗りわいがなれな蟻㌦と思われる」、

人（彩）

　　　　　　　　　　　　ミ 注）1重複回答あヴ

：1「頼ゆが勝のあるよき相談相手ぷ信頼されるも慕われる茸

とい1う意見がザ…。それぞれ10％以上あり多か途たる・∵r、 i’二＼

・・ 子どもに対する姿勢では』「子どもの気持が理解できる，

二話がぎけるく♪ガ§11㌧7免，〉「いつもば見守りレ要所だげほ厳

しくお＝ざえる省・カ§駄6％で多力氏づたぜ』∵♪’ 己性 ・・
＝　

愚． レ子どもの健康増進のための父親の実践』嘘　・ ・

，、第・1報において報告しだよ1・うに，ト父母共に願う子・ども

像は訂第己」にヰ健康で元気のよい子」 ・であづ・た訴そごで）
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子どもの健康増進のために，父親が何かをしているか否

かにういて尋ねた。その結果が表15である。約半数の父

親は，特別には何もしておらず，26％の父親が，スポー

ッなどを教えたり，戸外に連れ出したりしており，約10

％の父親が， 自分の考えでスポーッ教室に通わせている

という結果であったQ

表1 5 子どもの健康増進のための父親の実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（％）

スポーッなどを教えたり，戸外に連れ出
たりしている

86（264）

父親の考えでスポーッ教室に通わせている 32（9，8）

その他のことをしている 25（7．7）

特別には何もしていない 158（48．5）

不「　明 25（7．7）

計
326

　なお，それぞれの調査結果にっいて，父親の社会的。

家庭的背景（年齢，職業，学歴，家族形態），母親の条

件，子どもの条件（性格，きょうだい数）などの項目別

に分析を試みたが，いずれの場合も有意な差を得ること

・はできなかづた。

w 考　察

　今回の調査は，前回の調査結果をもとに，アンケート

の内容を作成するなどして，できるだけ父親の実態に近

づくことを心がけた。前回までの調査結果につみ重ねた

調査でφるd今圓の調査結果から，幼児期の子どもを持

つ父親の実態について，明らかになったことと，課題と

して残ったことについて考察する。

　1．父子蘭係の変化と父子間の心理的距離

　現代の父子関係は，祖父の世代のそれに比べると，大

きく変化してきているQ

　父子間の心理的距離のとり方では，祖父の世代が，近

寄りがたい恐い存在と表現されるような， 、父子間に一線

を画する距離の保ち方をする者，特別には何もしない者，

子どもから働きかければ応える者，と三様であったのが，

父親の世代では前の二者が少なくな軌後のr者が倍増

し，さらには父親から子どもに接近する者が急増して，

父子間の心理的距離は近くなう たといケこ・とができる。

　父親と子どもの位置関係は，祖父の世代は，文句を言

わせず父親の考えに従わせるというように∋上下関係を

はっきりさせていた者と，子どもの自主性を重んじ伸び

伸びさせるという子ども中心の者との二通りであったの

が，父親の世代では，前者がなくなり1後者が倍増した

上に，子どもの言う通りに希望をかなえてやる，友だち

のように仲よく 対等に接するなど，上下関係をなく・した

接し方をする父親が増えている。

　父親が子どもに対して優しいか厳しいかについては，

祖父の世代では， 厳しぐしつける，いざという時頼りに

なる，放っておくという三つのあり方が多かったが，父

親の世代では，厳しくしつけるという者は変らないもの

の，後の二つのあり方は減り，代りに優しく接する，甘

くなる～細喬く浅意するという者が増えてきている。

　このよう にしてみると，祖父の世代の交親像も一通り

ではなく， いろいろであったが，祖父の世代にはあった，

近寄りがたく恐い存在で，父親の意見に従わせ，いざと

いう時に曝頼りになる父親が，現代では激減し，代りに

子どもからの働きかけには応え，子どもの自主性を重ん

じ，物事のけじめは厳しくしつけ，優しい父親が増えて

来ている。この点だけを考えると，風間3）が指摘してし）

るように，現代の父親は，母親と同じように．「密魯型』

になっているということができるかも知れない。レかし，

祖父の世代の父親像からは変化して来ているのであるが，

母親像とはやはり果なっ ている。それは，父子間の心理

的距離のとり方が1「子どもから父親に働きかければ応え

る」という回答が47％を占めている結果にあらわれてい

るといえよう。つまり，母親は自分から子どもに働きか

けて行くことによって密新して行 くのであって，「子離

れ，親離れ」と言われることを意識しない限り，母子間

に距離をおくことはしない。それはナタッチメンドの形

成上大切なことであり，母親の役割として奨励されてい

ることでもある。従って，父子間の心理的距離が近くな

り，子ども中心に考える優しい父窺牟増えたξいっても，

やはり，父子間に心理的距離は存在しており，子どもに

とって母親とは異質の親として存在しているということ

ができる。

　但し， 祖父の世代にあった厳格な父親と，現代の優し

い父親と，どちらが子どもの成長にとって望ましいのか

は別問題であり，その解答を得るたあにほ他の多くの研

究結果を待たなければならない。

　2， 父親の育児上の不安，不満

　父親の育児上の不安，不満にういての意見に対しては

反対者が多く， 育児上の不安や不満は少ないといえよう。

父子関係が希薄だという意見に対する否定φ，1卑期に子

ども扱いをやめた方が良いという意見に対ずる否定，つ

いつい子どもを甘やかすので注意したいという意見に対
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する肯定は，自分の父子関係輝密接である蔭とを表わし

ており，1一前項で述べた結果を裏づ励る．も⑳でみると艶え

よ うも

“
』l ｝1一』　』1　ピ、きl　l 一1勲ω、：ゴi；ズ並㍉一㍉i．｝

　父親として自信のなさを表明した意見には否定する者

が多かっ。たが，・育児は易しいζとと思うて競るわけでは

なぐ，、1「子どもを理解するρとす、しっ潅粒子育て」‡、すべて

難かしい」とする意見には肯定する者が多かづ たのであ

る5乙、1…窪う弍11｝㌦l　l抱父　。添培羅N‘ ＝ ▽氏だた

ジ：、「最近の子どもは兄弟が少ないのでド寒親炉兄弟の一

人のよう、になるのは仕方のない面もある夢よ碍、・ζ・とでは

ない。母親などが，父親とはど霞いう！もΦか峯」子どもに

教える必要がある」 池り、凌意見を肯定する者炉多し ・之い

うことは，何を意味するのであろうか。』先に述尽たよう

に，現代の父親は子どもに接近し，子ども中心に考える

優し．い父規であるのだが㌶ξれはやむをえずぐう蠕ζい

らのであうう、カ㌧モ1それとも目分でそう∈しイた・ぐ．てしている

のであろうか。 ざらにまた，唱父親とはど1う1いうおのかを

自分自身で子どもに知らせず，r母親に父親のイメージ作

りを期待しているという煮と倭何を意味するのであろう

か，、蚤ρの疑問点が残る611．こ・れ砿今後‘ 1解明して行く必

要のある課題であると思われるず 二〆 1伊〕．！ぞi払 』規

　3．父親の権威　　　　　　　．i5軌　．腎』荒』

義中根脅≧1は鎗「権威毎形成されるたφに・はず，権威者と権威

に服す多者との間に｝定の距離が必要であり露権威1ζ服

する者の人数が多いほど，その権威は高《なる 上と述べ

ている6 1表15よ表．了1に示むたよφ／に碁現代はア人づ子が

66％もありう，核家族が93％も占めで映る：現状では，1：父親

の権威に服する者の人数は減軌先に述Nたように架子

間の矩離も近くねって来ている6」さらに社会的には家長

制度が廃止されてザ 1現代の父親はその権威を発揮しよう

にも，発揮しにくい状況下におかれているという召とが

できる。

　今回の調査結果において・r権威あり」とする祖父が48

％であったのに対し，父親は％に減ったが，「権威なし」

という者は，祖父，父親共に少ない。これは，現代の父

親は「権威あり」と明言できないまでも，決して「権威

なし」とは思ってはおらず，「ふつう」に，あるいは「や

や」権威はあると思っていることを示している。「権威あ

り」の程度が近くなったのである。その理由が，現代の

父親をとりかこむ状況が権威を発揮しにくくなったから

なのか，父親自身が父子間の距離を接近させたい，民主

的でありたいと願った結果からなのかは明らかでない。

また，「権威あり」と明言できないことを父親自身は良し

としているのかどうかも不明である。前項で述べた課題

とも関連するが，今後，解明して行かなければならない。

　「父親の権威とは何か」にっいては，自由記述であっ

たので，さまざまな観点から意見が述べであり顎ま乏め

にくい。しかし，「絶対者として君臨する」という意見は

少なぐ丁家庭内の大黒柱“】貢任者歩とする意見が多いこ

とは跨家庭内において民主的なりrTダ弘であることがメ

父親として権威を持づ者蛇あるといめこ どになる6・さち

にその内容も冗 「人間性鼻人格その1もの評生きざま」・．とい

う：意見が多がうたの’だが許これぢは姫そφ人がそこにい

れば自ずど権威が生裏れる」’・ことを父親が自分に期待し

ているのか溝「権威どは「自然発生的な・ものでむるべぎだ」

と客観的に述べているのか明ちがでほない。，権威者であ

る ごとと父親懸あるこ・ととがどう結びっくのかレ1r今回の

調査結果≧をもどに，、峯権剛1の基準を明’らがにした上で，1

今後も調査を続けて行 く必要が昂る。轄）㌻1岐㌧（lc』イ

・』 ’理想的な父親勲憾汽 ！卜 駅＝摂≦u都・ご

　どんな父親が理想的がにういてもし 』自由記述によづて

記入してもららたわけだが，≦父親の姿勢どしては罪F頼り

がいのあ喬よき相談相手1信頼される，慕われるj「尊敬

される喬ミ父のよう．になめ泥いがなれないと思われる」・父

親というのが多い回答であうたよこれらは，．1父親としオ

どの家ゑな姿を子どめに映レたいかを述べたものであ寮

て紅子ども∫こ自分か ら働きかけ 溶こどは，しな乾）， 父子間

1ζ心理斡距離を叢憩獲や履父親のあり方を示iした回答で

あると娘墨選う。，次嶋多かう起のは』「家庭生活を築ぐ㌶

家族を大切にする，・」妻子の後婚少と蜂う現実的な回答で

ある威「汰隼と拡何かを感隷蚤せ・る漢き先生赤手本6真剣

1ζ生き，る」Σと験う父親も多かづなが，駕こ。の意見もの直接

には子どもに働きかけるわけ藩はないので註父子惜1め心

理的距離を感じ．させるが試間接的には自分の生き，方を手

盛と、して示す虚蝋う点で5Y・最初の意見とは異なり積極性

を感じる。　　　　　　　　．　　　　む丈♪（ザね＼1 一、二

．ヨ子どもに対する姿勢貯，．1理想的な父親は 「子どもの気

持が理解できる，話がきける」という意見が多ぐ，第1

項で述べたような，子どもに接近しようとする父親の姿

が伺えう。次には「いつもは見守り，要所だけは厳しく

おさえる」と父親が多かった。これは祖父の世代から変

らない意見が表明されたものと思われる。

　5．子どもの健康増進のための父親の実践

　子どもが健康で元気のよいことを，父母共に一番に願

っており，父親と子どもの間も接近しているのだが，実

際に，父親が子どものために何かをすることは少ない6

子どもの健康増進のために，特別には何もしない父親が

約50％，執ポーッなどを教えるため戸外に子ども巻連れ

出す父親は，26％にすぎない。父子間が接近したといっ

ても，密着した関係ではないことを示唆している。
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V　要 約

　4～6、歳の幼児を幼稚園及び保育園に通わせている父

親に対して，園を介してアンケート調査を行なった。回

収率は64，7％で，326名の父親から回答が寄せられた。

調査項目は，父子関係（心理的距離，位置関係，父親

のあり方），育児上の不安，父親の権威，理想的な父親

子どもの健康増進のための父親の実践についてである。

　父子関係については，祖父の世代に約30％みられた，

厳格な父親，即ち子どもが逆うことのできない近寄りが

たい父親は減り，代りに子ども中心に物事を考え，子ど

もから言ってぐればすぐに応ずる優しい父親が増えてき

ている。また権威の有無については，祖父の世代のよう

に，はっきりと「権威あり」といえる父親は少なくなっ

ているものの，「権威なし」とする父親も極めて少ない。

「普通程度の権威はある」と思っている者が多いのであ

る。

　このように，祖父の世代の父親像と，現代の父親像は

大きく変化してきている。しかし，父親が優しくなり，一

密着型が増えたとは言っても，母親のあり方とは異なっ

ている。それは，父子間がいくら近ぐなったと言っても，

やはり心理的距離は存在するからである。その裏づけは，

自分から子どもに働きかける父親より，子どもから言っ

てくればそれに応える父親の方が多いことや， 「座想的な

父親』についての回答にもあらわれている。 つまり，理

想的な父親とは，子どもに何か働きかけるよりも，子ど

もが何らかのイメージを抱くような人物として存在する

よう述べられる ことが多かったのである。さらに，子ど

もの健康が第一といっても，そのために何かをする父親

も少ないのである。

　育児について，父親は難かしいことが多いとしながら

も，不安や不満は少ない。

　今後に残された課題として，次の事柄があげられる。

　①子どもの望ましい成長にとって，父子間の距離は

　近い方がよいのか遠い方がよいのか。

　②　現代の父親が子どもに接近しているのは，父親自

　身が望んでいることなのか，やむをえずそうしてい

　　るのか。

　（3）理想とする父親像を，父親は自分自身で作り子ど

　　もに示そうとしているのか，それとも母親などによ

　　って子どもに伝えてほしいと思っているのか。

　141 父親の権威とは何か

　以上の事柄については，今後も調査研究を続け，現代

の父親像を明らかにして行きたい。

　最後に，この調査にご協力いただいた，東菅幼稚園，

相模白ゆり幼稚園，百合丘めぐみ幼稚園，鶴川桔梗保育

園，和泉保育園の関係各位に深く感謝致します。
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∬．お父さんが4～6歳の頃，ご家族は向人でしたか。r

きょ うだい（あなたも含めて）の人数

母を含めて，大人の人数
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全　員　で 人
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皿・あなたは・お子さんに対してどのような接し方をしていらっしゃいますか。さらに，あなたのお父

警議鴛事llll．ArB9
・C グル 7φ　嫡て　馨1つ孝ら“

A

B

C

1．

2．

3．
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5，

6，

L
2，

3．

4，

5．

6．

父親から子どもに働きかけて，子どもの相手をすることが多い。

子どもから馨親に，、何が言ってく也ばそれに応えるがふだんは一歩離、

れて，子どもを見守る。

父親としてよき手本を示し，子どもにっいて来させる。

子どもからは近寄りがたい，ちょっとこわい存在である。

特別なことは何もしない。

上記のどれにもあてはまらない。

父と子が友だちのように仲よく対等に接する。

父親が子どものガキ大将のようになって接する。

子どもには文句を言わせず，父親の考えに従わせる。

子どもの自主性を重んじて，のびのぴさせる。‘

子どもの言うことはできる限りきいてやり希望をかなえてやる。

上記のどれにもあてはまらない。

L　子どもの言うことにはよく耳をかし，やさしく接する。

2，物事のけじめなど，厳しいしっけをする。

3・、！’ざという時に頼りになる存在である・

4・ 弾醗かわし1くて仕方がないのぞ・、っ1・甘くなる・

5・父親はこわい存在だと思わせるのがよゆで・やしている・

6．子どもは放っておくのがよいので，そうしている。

7，あれこれ，細かいことも，気が付けば注意する。

8．上記のどれにもあてはまらない。

19 20

2且 22

23［ ・24
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で語マ熱最近の子どもミは兄弟が少いので評 父親が兄弟の秋の嵐うになる1のば仕方のな碇状 ）ゑレ湘　』y

麟鍛碧鑛鵜器難熱騨熱拠餓駿惣贈鋳瀦襲む遇匿コ
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　9．年長組になれば，父親と一緒に遊ぶ時間は不要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忽　1α　5歳になればもを男と丸てイ卒ζレ鷲）1接す過豆量蕗もζ、し∫の教育毬3撰まで。

11．どの骸まで，子ども厭渉躯鹸迷嬉帥勢｝，麻獅照
．曇弘．、・、．嘆

釜臼

蓄鷺瑳鍛響：鷺灘灘譲雛鷹播日

V　近ごろ「父親の権威」にっいて，いろいろ言われていますが，あなたは「父親の権威」とは、どの

　ようなものだと思われますか。またあなたは「父親の権威」のある方だと思われますか。あなたのお

　父さんはどうだったのでしょうか。

A．r父親の権威」とは？　できるだけ具体的にわかりやすく，お述べ下さい。

ω口

B．「父親の権威」の有無。あてはまるEニコに○印をおつけ下さい。

　　　　　　　　権威あり　　　ややあり　　　ふっう 　ややなし 権威なし

あ欺ご自身．口，□
あな勧慰1□鼠顧□

ロ
ロ

ロ
ロ

□4f
「コ42
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曳獣際蹴⑳嘩ん糊繍醜騨鱒情は抜きにし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

皿・「健康で元気の申！、子』・は、多く夢お父さん，お母さん達の第一の願いであるという調査結果があ

　ります。お子さんの身体をきたえたり，体力をっけるために、お父さんがなさっていることが何かあ

　りますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4¢　　　45

　　　L捌には何もしていない　 、　　　　　　［ニ工二］

一る 1灘綿簿難墜

皿．そめ他，父子関係についてお気付きのことがありましたら， どんなことでもご自由にお書き下さい。

　　　　　　　　　　　　　46
　　　　　　　　　　　　　．口

※ご協力ありがとうございました。
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